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成
人
お
め
で
と
う

　
成
人
の
日
は
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
」
、
自
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す

る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
」
日
で
す
。

　
民
法
第
三
条
に
「
満
二
十
年
ヲ
以
テ
で

成
人
ト
ス
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
、
法
ヒ

律
上
か
ら
も
独
立
し
た
社
会
人
乏
な
の
：

ま
す
。

　
身
も
、
心
も
か
ざ
り
の
な
い
毒
が
す
～

が
七
い
気
持
ち
で
、
成
人
老
名
簿
肥
屠
〆

ー
名
す
る
若
人
た
ち
ば
、
朋
日
へ
の
希
望
『

に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
よ
う
で
注
辮
’
‘

　
r
意
義
あ
る
成
人
式
に
い
た
し
ま
缶
捗

』
う
。

と
　
き

行
．

』と

　こ

一
月
十
五
日

　
午
前
凱
侍
三
十
券
　
？

江
南
中
学
校
林
育
健
隠
扉

拭
典
と
蓬
薫
麦
ン
繋

』
＼
、
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嶽
欝
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ド
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ぜシ

あ村

嚢i

　
皆
さ
兄
　
明
藤
ま
し
て
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
ぺ
じ

ご
蘇
鞍
驚
駄
、
’

　
各
ご
蒙
庭
琵
も
瞬
驚
ろ
い
で
健
や
か

に
新
春
熱
銀
え
ら
れ
惣
こ
と
と
存
じ
、

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
愈
つ

　
旧
年
沖
轍
　
村
内
全
体
の
皆
さ
ま
が

無
繋
い
繍
鞭
よ
っ
て
、
年
度

　
　
　
　
　
　
　
き
↑

　
　
　
　
　
　
』
駕
、

　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
鱒

　
　
　
　
　
轟
審

穐

「隆・4：
　㌧

嶺

い
さ
φ

長
杉
・
田
武
祁
宣
目
．

当
初
計
画
し
た
事
業
へ
あ
る
い
は
各
地

．
区
力
ら
の
要
望
に
対
し
て
は
、
』
お
お
む

ね
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
士
暑
ん
で

お
り
ま
す
。

　
さ
て
前
年
当
初
、
国
を
は
じ
め
一
九

七
〇
年
代
は
内
政
の
年
代
と
銘
打
っ
て

出
発
し
、
福
祉
国
家
建
設
の
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
計
画
事
業
が
内
政
に
向
け
ら
れ

国
民
生
活
を
向
上
し
、
．
福
祉
国
家
を
目

指
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、

本
村
は
、
国
や
県
な
ど
の
上
位
計
画
と

』
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
事
業
を
進

．
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
『

　
こ
こ
に
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

決
意
を
新
た
に
し
、
新
し
い
感
覚
の
う

え
に
た
っ
て
さ
ら
に
深
く
探
索
し
、
福

祉
対
策
を
検
討
し
て
よ
り
よ
い
、
．
よ
り

一
高
い
福
祉
に
向
っ
て
計
画
し
、
明
る
い

地
域
社
会
の
実
現
に
努
力
す
べ
き
と
き

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

、
そ
こ
で
私
は
、
一
九
七
一
年
に
お
け

惹
福
祉
行
政
と
、
地
域
社
会
全
般
の
発

展
向
上
を
は
か
る
た
め
の
教
育
の
向
上

方
策
、
道
路
行
政
や
農
・
商
・
工
業
等

馬
産
業
の
開
発
の
た
め
の
諸
施
策
を
、
皆

き
ん
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
計
画
し

　
　
　
　
　
　
）
し

実
施
影
て
ゆ
藁
う
乞
慰
v
ま
す

　
①
ま
ず
身
近
か
な
福
祉
問
題
が
ら

　
身
近
力
な
問
題
と
七
で
浮
ん
懲
く
る

衙
祉
事
業
に
蜷
漠
福
鰍
児
童
福

雇
、
餐
福
祉
書
体
墜
。
老
蕊
筆

が
あ
り
、
倭
た
刎
な
面
か
ら
は
健
康
の

保
擶
増
進
の
た
め
⑳
早
糊
発
見
や
早
期

診
療
が
考
え
ら
れ
、
ひ
耐
て
は
医
療
の

こ
と
ま
で
も
、
こ
れ
ら
に
含
め
て
計
画

し
、
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
こ
れ
ら
狭
義
の
福
祉
に
対
し

て
広
い
意
味
で
の
福
祉
が
あ
り
ま
す
。

健
康
に
し
て
生
業
に
励
み
、
所
得
倍
増

を
は
か
り
、
お
互
い
の
生
活
を
豊
か
に

す
る
広
い
地
域
社
会
に
お
け
る
福
祉
向

　
上
も
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
②
教
育
施
設
の
拡
充
や

　
　
　
　
社
会
教
育
の
充
実
を

　
教
育
施
設
等
の
拡
充
や
幼
児
教
育
の

充
実
、
幼
稚
園
児
を
交
通
禍
か
ら
守
る

た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
計
画
、

社
会
教
育
の
充
実
を
目
途
ど
し
て
中
央

公
民
館
や
地
区
公
民
館
の
計
画
、
そ
し

　
て
中
、
小
学
校
の
教
育
備
品
、
資
材
等

　
の
円
滑
な
調
達
、
ま
た
四
十
七
年
に
は

南
小
の
校
舎
建
築
が
で
ぎ
る
よ
う
準
備
『

を
進
め
る
考
え
で
す
。

　
③
農
業
の
近
代
化
で
所
得
倍
増
を

　
産
業
振
興
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
の
『

問
題
と
な
っ
て
ぎ
た
今
日
、
特
に
第
二

次
農
業
構
造
改
善
計
画
を
樹
立
し
、
農

業
近
代
化
施
設
の
拡
充
、
さ
ら
に
は
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
〉

　
　
　
　
　
　
　
歳
弗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
・
　
　
鍵
♪

㌧
、
鍵
難
鱗
鷺
瀦
韓
繋
雛
鞍
ゴ
具
会
・
，
▼
饗

の
篇
査
講
し
て
裏
騰
縫
螺
酔
ぎ
ま
、
舞

整
備
し
、
毒
嬬
に
立
っ
藻
盛
ざ
琶
　

・
　
饗
7

　
養
翼
．
野
菜
嚢
等
の
生
産
集
団
潔
任
期
満
了
髪
る
農
萎
員
会
鷺

　
結
成
し
て
所
得
倍
鋼
が
で
き
る
よ
う
に
　
ヤ
の
改
選
が
十
二
月
十
三
日
行
な
わ
驚
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ャ

施
鷺
灘
篶
難
諜
．
藤
欝
議
講
奪
欝

　
　
　
　
　
　
広
域
行
政
の
推
進
も
ズ
㌧
轡
月
げ
月
か
ち
昭
和
四
汁
八
年
十
二
野
密

　
　
新
都
專
画
法
矯
ち
い
て
市
黒
千
石
畢
零
当
選
髭
委
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略
。
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
’
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
－
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ
φ
か
た
，
が
た
雪
す
。

、
化
区
域
内
の
道
路
網
や
上
下
水
道
の
整

備
を
計
画
し
、
農
村
都
市
を
形
成
、
ま

た
全
村
に
わ
た
っ
て
、
将
来
都
市
約
農
・

村
の
様
相
を
深
め
た
文
化
的
農
村
実
現

を
目
ざ
し
て
施
策
を
め
ぐ
ら
し
、
村
道

の
改
良
や
舗
装
、
農
道
の
舗
装
整
備
を

計
画
し
、
着
々
実
施
に
移
し
て
ゆ
ぎ
た

“
と
思
い
ま
す
。
．

　
ま
た
、
し
尿
処
理
場
、
塵
あ
い
処
理

場
、
火
葬
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
の

行
な
う
森
林
公
園
周
辺
整
備
事
業
と
と

も
に
行
な
わ
れ
る
県
道
の
新
設
、
あ
る

い
は
消
防
組
織
の
改
善
な
ど
と
あ
わ
せ

て
、
広
域
行
政
と
し
て
、
他
市
町
村
と

協
力
の
う
え
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

計
画
を
進
め
、
実
行
で
き
る
よ
う
方
途

を
講
ず
る
所
存
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
．
私
は
誠
心
誠
意
、

積
極
的
に
こ
と
に
あ
た
っ
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
ざ
ま
が
た
の
倍
旧

の
温
か
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
0
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

v■

）

板
　
　
井

』
下
押
切
・

野
　
　
凍

千
ー
代

上
押
句
’

御
正
新
田
、

成
　
　
沢

　
柴

須
賀
．
広

　
塩上

新
田

小
江
川

樋
春
南

三
　
　
本

樋
春
北

　
　
　
（
届
出
厘
～

　
　
　
　
　
じ
ウ

．
佐
肇
良
釜

・
大
島
房
太
郎
　
、

．
岡
田
丑
五
郎
…
．
、

上
杉
茂
三
郎
　
欝

鹿福千福柴広舟笠
庭田野田　沢橋原

政
鎗

近
義
躯

定
吉

茂
男

秀
文
隷

恒
信

秀
治

充
永
．
’

高
田
忠
三
郎
甜
、

大
久
保
徳
太
郎
、

小
島
　
芳
房
鮮

　
こ
の
ほ
か
村
長
の
選
任
に
よ
る
萎
貫

が
お
り
、
こ
の
委
員
に
は
農
業
協
何
組

合
、
農
業
共
済
組
合
ご
と
に
推
せ
駕
℃

た
理
事
各
一
人
と
、
村
の
議
会
で
推
壁

ん
す
る
学
識
経
験
者
二
人
、
合
計
二
十

人
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
し
憲

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㏄
帖
ダ
《
、

．
．
勇
ロ
、

ゾ
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皆
さ
ん
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
「
新
年
は
水
の
如
し
」
暁
の
若
水
と

』
と
も
に
、
一
家
お
そ
ろ
い
に
て
輝
か
し

い
元
旦
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

↑
存
じ
ま
す
。
．
，
・

・
国
家
の
経
済
成
長
、
国
土
開
発
に
長

期
計
画
が
必
要
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

｝
地
方
自
治
体
に
も
、
こ
れ
等
の
計
画
が

基
本
矯
あ
り
ま
す
。

肇
九
貝
大
里
広
域
叢
推
奮

議
会
が
発
足
い
た
さ
れ
、
本
村
に
て
も

鴬
嘱
が
加
わ
り
3
今
後
常
備
消
防
め
設

置
、
、
レ
尿
処
理
場
、
そ
の
他
広
域
行
政

‘

（

（

江
南
村
の
飛
躍
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
　
杉
　
田
　
弥
　
平

に
必
要
な
重
要
な
問
題
に
取
り
組
ま
れ

て
ま
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
四
年
五
月
十
七
日
の
国
会

に
お
い
て
新
都
市
計
画
法
が
成
立
、
昨

年
六
月
十
四
日
か
ら
施
行
、
本
村
も
新

た
に
都
市
計
画
区
域
に
含
ま
れ
、
す
で

に
住
居
地
を
中
心
と
す
る
都
市
の
区
域

が
定
め
ら
れ
、
地
域
住
民
が
国
士
開
発

の
意
義
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
し
、
豊
か

な
商
工
業
の
発
展
と
、
落
ち
着
い
て
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
都
市
計
画
の
基

礎
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
も
大
き
な
問
題
と
し
て
は
、
農
業

振
興
地
域
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
指
定
は
、
す
で
に
午
後
三
時
産

業
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
農
業
に
対
し

て
、
健
全
な
発
展
と
近
代
化
の
推
進
が

便
命
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
北
地

区
で
実
施
い
た
さ
れ
ま
す
第
二
次
農
業

構
造
改
善
事
業
も
、
農
振
事
業
の
一
端

で
あ
り
、
い
よ
い
よ
複
雑
化
す
る
社
会

状
勢
の
も
と
に
、
農
業
衰
退
の
感
を
い

、
．
だ
か
せ
る
こ
ど
な
き
農
政
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
．
「
新
し
い
社
会
を
背
負
う
人
間
能
力

の
開
発
」
と
云
わ
れ
る
文
教
政
策
に
お

き
ま
し
て
も
北
小
学
校
は
体
育
館
の

し
ゅ
ん
工
に
よ
っ
て
や
や
完
成
の
姿
を

み
せ
、
す
で
に
議
会
の
請
願
採
た
く
に

な
っ
て
お
り
ま
す
南
小
学
校
の
改
築
も

財
源
の
ゆ
る
す
か
ぎ
り
早
期
実
現
を
期

し
、
児
童
た
ち
に
一
日
も
は
や
く
し
あ

わ
せ
な
学
び
や
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
交
通
禍
の
危
険
か
ら
園
児
の
身

を
守
る
た
め
に
、
幼
稚
園
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
必
要
も
当
然
の
問
題
と
し
て
、

解
決
い
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年

ツ
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

　
　
　
　
　
　
働
率

惹
気
セ
も
》
￥
“
凄
憲
暑
気
そ
き
穐
き
覧
～
穐
～
“

　
　
　
（
　
（

度
予
算
に
て
お
よ
そ
四
千
メ
ー
ト
ル
の

舗
装
工
事
が
実
現
、
さ
ら
に
本
年
は
、

そ
の
喜
び
を
延
長
す
べ
き
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

　
埼
玉
県
の
人
口
増
加
率
は
、
全
国
で

第
二
位
と
云
わ
れ
、
福
祉
行
政
は
、
全

国
最
下
位
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
老
人
、
婦

人
団
体
、
青
少
年
の
福
祉
行
政
こ
そ
、

最
も
た
い
せ
つ
な
社
会
問
題
で
あ
り
、

地
域
開
発
を
含
め
、
本
年
こ
そ
い
っ
そ

う
議
会
の
持
て
る
全
力
を
発
揮
し
て
、

一
挙
手
、
一
投
足
に
賢
明
な
る
考
慮
を

加
え
、
内
容
と
形
式
と
思
想
と
が
調
和

さ
れ
た
「
花
あ
り
、
や
が
て
実
あ
る
べ

し
」
の
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
誓
い

申
し
上
げ
、
い
よ
い
よ
江
南
村
の
発
展

と
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
、
お
し
あ
わ
せ

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
統

　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
1
0
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灘
著
、
一
一

㌔
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
、
づ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯

納
㌦
誘
襟
藻
麗
鍵

舶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潔
、
糟

（
り
ま
し
て
、
多
額
の
寄
附
金
、
が
よ
せ
ら

曜
れ
、
恵
嵐
れ
な
い
家
庭
へ
の
福
音
と
な

曜
っ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
壌
、
・

｝
　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
鳶
き
．

㌦
協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

一『》＼《・～（《’Ψ一！「ヤ・肉》《～《》

．国勢課査の概数

　　”1前回より781人ふえる

増加数昭和40年

　　　媛
22．34

昭和45年

　　　婦
22．34

34人

781人110％

554人114％

227人

　346人

ブ，709人

3，841人

3，868人

男1po人

女101人

151世帯1，458

　380人

8，490人

4，395人

4，095人

男100人

女　91人

1．609

面積

人口密度

総人口

男
女

男女地

世帯数

心
　
を
・
樹
蔓
き
鼠
そ
も
ぞ
樹
眠
《
・
“
惹
、
≧
匙
乏
き
穐
恥

、※瀞欝響騰灘り葦悉韓欝
し小原療養所や江南病院の入院患者、立正穐　　頭あのおあが
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1＿＿藤“＿　　詠＿＿“、＿．“、＿＿“　あせ展いへ和

の
み
な
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
『
，

　
ま
た
例
年
の
こ
と
廼
す
が
、
．
仏
教
会

皆
さ
ま
が
た
の
托
鉢
に
お
る
浄
財
も
、

ご
寄
附
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
の
で
あ

わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
感
謝
い
た
し
ま
す

昭
和
四
十
五
年
度
歳
末
助
け
合
い
結
果

成
　
　
沢

三
　
　
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
　
　
原
　
ー

小
江
川

・
塩
F

板
　
　
井

　
柴

乖
　
代

粛
験
蝪
：
＼

療
養
所

杜
内
寺
院
托
鉢
分

『
合
計
、

　
　
　
　
4

／

，
一
五
、
・
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〇
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七
、
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O
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、
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巻
凋

　
五
、
九
二
α
円

　
四
、
9
一
〇
円

五
v
九
二
〇
円

　
三
、
四
五
〇
円

一
三
、
六
一
〇
円

　
六
、
〇
七
〇
円

脚
．
．
胸
菰
野
O
O
O
円

ψ
三
、
．
辺
0
0
円

碧
一
、

・
丁
七
、

し
」
、

＼
ヒ
ニ
、

蕃
o
円

窓
O
Q
円

…
．
一
鐸
○
曾

仇
o
o
冊
、
、

綾
・
月

蓋
O
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円
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〇
、
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円
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三
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P
“
．
．

　
　
甲
．
p
－
［
士
で

　
　
ぷ
泣
南
村
の
消
防
点
検
が
、
十
一
月
二

　
　
十
九
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
江
南
中

　
　
学
校
々
庭
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
数
の
来
賓
を
迎

　
　
え
て
閲
兵
『
分
列
、
服
装
、
機
械
器
具

　
　
点
検
、
小
隊
教
練
．
ポ
ゾ
プ
操
法
、
放

　
　
水
試
験
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
・
ま
だ
熊
谷
支
部
特
別
連
合
点
検
は
、

　
　
十
一
百
μ
五
目
午
前
八
時
よ
り
荒
川
運
動

　
　
公
園
で
熊
谷
市
、
江
南
、
大
里
各
村
の

　
　
消
防
団
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た

　
　
が
、
表
彰
を
う
け
た
優
良
団
、
功
労
者

　
　
は
つ
ぎ
の
か
た
が
た
で
す
。

　
　
　
県
消
防
協
会
表
彰
　
　
（
敬
称
略
）

　
㎜
◎
優
良
消
防
団
　
江
南
村
消
防
団

　
㎜
◎
三
等
功
労
章
島
田
嘉
明
関
口
栄

　
　
◎
技
能
章
　
　
　
駒
井
光
春

　
　
◎
消
防
功
労
章

　
　
　
馬
場
茂
雄
　
柴
田
四
郎
　
小
林
好
三

　
　
◎
永
年
勤
続
章
　
長
倉
敬
三
　
関
口
栄

　
　
　
神
谷
健
一
　
吉
田
昭
市
　
岡
田
担
定

　
　
　
杉
田
一
夫

　
　
◎
火
災
予
防
成
績
優
秀
者

　
　
　
福
田
徳
重
ほ
か
十
二
名

　
　
　
熊
谷
支
部
表
彰

　
　
◎
特
別
功
労
章
　
湯
本
栄
　
野
部
昌
訓

　
　
　
大
久
保
良
男

　
　
◎
一
等
功
労
章
　
橋
本
寛
助

日1月1年46和昭
ヤ
ノ

と

ヂ

鐘
燦
蔚
、
樹

な．
うこ報広

に
備
え
て

行
な
わ
れ

持
田
俊
男

◎
二
等
功
労
章

新
井
信
次

富
田
保
一
．

　
小
島
一
男

◎
三
等
功
労
章

　
島
田
一
良

　
中
島
武
平

　
木
村
安
男

湯
本
宗
一

　
持
田
理
一

　
江
南
村
表
彰

尊

い

る

長
谷
川
充
　
神
谷
健
一

深
津
是
夫

好
田
光
治

福
田
哲
史

柴
田
次
郎

岡
部
安
雄

武
政
重
夫

持
田
弘
隆

吉
野
博
孝

．
柴
．
田
賢
次

森
里
口
同
正

小
沢
信
之

吉
田
元
重

福
島
完
治

志
村
春
吉

◎
優
良
団
員
　
　
高
田
政
好
　
馬
場
久

　
高
橋
正
　
茂
木
弘
行
　
福
田
久
雄

　
持
田
実
　
大
塚
勝
一
野
口
正
明

　
水
野
作
二
　
新
井
十
九
一
　
持
田
工

　
市
川
栄
寿
　
新
井
春
隆
新
井
四
一

　
柳
信
雄
　
奥
野
仁
三
　
岩
間
右
作

　
新
井
幸
雄
　
小
久
保
晴
夫
　
田
中
博

　
寺
山
重
雄
吉
野
喜
彦
関
口
芳
正

　
千
野
幸
三
　
中
島
丈
夫
　
鈴
木
荘
六

　
岡
部
博
之
　
吉
田
利
次
　
清
水
正
夫

　
水
野
勇
　
橋
本
重
信
　
松
本
勝
太
郎

◎
消
防
協
力
者

　
三
角
英
吉
　
小
島
儀
左
衛
門

　
消
防
庁
長
官
表
彰

新
井
治
良

杉
田
一
二

坂
田
和
夫

生
命
を
救
う
た
め

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
献

　
交
通
事
故
の
負
傷
や
、
病
気
を
手
術

に
ょ
っ
て
治
療
す
る
場
合
な
ど
、
生
命

に
危
険
の
生
じ
た
と
ぎ
、
ま
ず
第
一
番

に
必
要
な
の
は
輸
血
で
す
。

　
ま
た
そ
う
い
う
事
態
は
、
い
つ
、
ど

こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
急
を

要
す
る
と
ぎ
の
血
液
探
し
ほ
ど
大
変
な

こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
同
じ
血
液
型
で
あ
る
こ
と

こ
れ
一
つ
に
し
て
も
実
に
大
き
な
間
題

で
す
。
ま
ず
確
実
に
同
型
で
あ
る
人
、

採
血
の
条
件
に
合
う
人
な
ど
大
ぜ
い
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
）
　
」

血に
を

寺
山
和
雄
　
飯
島
利
雄

反
町
敬
夫
・
松
本
昭
作

広
沢
光
一
郎

ん
で
も
、
い
ざ
採
血
と
な
る
と
二
、
三

人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

　
「
献
血
」
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
す
っ

き
り
と
解
決
し
て
く
れ
ま
す
。

献
血
は
相
互
扶
助
、
人
間
愛
の
ン
ン
ボ

ル
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
い
ま
健
康
で
も
、
い
つ

ど
ん
な
と
き
に
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
，

き
に
、
お
互
い
の
た
い
せ
つ
な
生
命
を

守
り
合
う
た
め
に
も
、
献
血
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
身
近
な
人
が
輸
血
の
必

腰
鑓
欝
耀
先
瀞
㎜
…
㎜
…

健
康
な
と
き
に
進
ん
で
献
血
を
い
講
㎜
…

盤
奮
液
は
、
，

襯
㎜

血
液
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
、
緊
急
繍

灘
繕
甥
血
辮

　
採
血
は
普
通
の
注
射
よ
り
痛
み
は
あ
㌦

り
ま
せ
ん
し
、
採
血
後
も
日
常
の
仕
事
㌦

に
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
、
凸

o
献
血
で
き
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
凸

　
年
令
が
満
十
六
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
鍵

．お知らせ

　一…漁
ヤ岬》》》

水
道
管
に
も

冬
じ
た
く
を

　
　
　
　
　
　
　
寒
さ
が
き
び
し
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
　
　
ま
す
と
、
水
道
管
の
破
裂

一
　
お
友
だ
ち
さ
そ
い
あ
っ
て
、
ご
参
加

，
　
　
　
　
－
　
が
多
く
な
り
ま
す
。
・

鞠や

、
　
・
北
向
き
、
風
あ
だ
り
の
強
い
と
こ
ろ

如噂ヂ

砺
や
、
露
出
し
て
い
る
部
分
に
は
フ
ェ
ル

のがら

簡
ト
か
厚
目
の
布
を
ま
き
、
そ
の
う
え
に

鱒ゆり

。
ビ
ニ
ー
ル
を
ま
い
て
く
だ
さ
い
。

潤㌔
潤
・
凍
っ
た
と
き
に
は
蛇
口
の
せ
ん
を
開

㌔
“
き
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
、
じ
ょ
じ
ょ
に

ゆ崩
ぐり

・
熱
い
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
，

％ザ

一
・
給
水
管
が
破
裂
し
た
と
ぎ
は
、
止
水

％ゆ

一
栓
を
と
め
、
応
急
措
置
を
し
て
か
ら
指

へ一
、
定
工
事
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

’％

．
郵
瀦
・

％’％一㌔副％一
㌦
　
村
の
体
育
協
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

一
％
り
ス
キ
ー
講
習
会
を
計
画
し
、
み
な
さ

謹
㌔
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ボ妬

｝
爾
．

で
の
健
康
な
人
で
、
体
重
が
男
四
十
五

キ

。
以
上
、
女
四
十
♂
以
上
の
人
。
そ
の

他
血
液
の
比
重
や
血
圧
が
関
係
し
ま
す

が
、
当
日
検
査
い
た
し
ま
す
。

・
採
血
量
は
一
回
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

　
採
血
は
一
か
月
一
回
以
上
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
採
血
直
前
に
は
脂
肪
分
の

多
い
食
事
は
と
ら
な
い
こ
と
（
血
液
が

に
ご
り
ま
す
）

献
血
は
組
織
を
作
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う

　
会
社
や
青
年
団
、
ご
近
所
で
ま
と
ま

っ
て
献
血
さ
れ
る
場
合
に
は
、
き
め
ら

れ
た
日
時
、
場
所
に
移
動
採
血
車
が
ま

い
り
ま
す
。

　
江
南
村
で
も
、
本
年
は
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
お
互
い
の
た
め

社
会
の
た
め
に
、
血
液
を
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
献
血
の
組
織
を
作

る
よ
う
、
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

）

）

！
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”
つ
勝
動
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖

　
　
　
り
　
）

　
の騰
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〆だ、
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↑
体
育
館
の
工
事
も
順
調

　
北
小
学
校
に
は
、
い
ま
体
育
館
の
工

事
が
大
急
ぎ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
月
中
旬
に
は
完
成
さ
れ
る
と
い
う
の

で
、
こ
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。

↑
二
月
上
旬
ま
で
栄
養
大
学

　
み
ん
な
が
健
康
で
強
い
か
ら
だ
を
つ

く
る
た
め
に
、
栄
養
大
学
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
御
正
婦
人
会
の
会
員
五
十

．
人
は
、
い
ま
大
学
生
で
す
。

↑ただいま工事中

　村道舗装工事も着々とすすみ、

下押切、樋春南北、成沢、須賀広

から小江川の四路線の工事がはじ

まっており竃す。しばらく、ごし

んぽうください。

〆へ・

（

所
得
税
・
住
民
税
・
事
業
税

申
　
告
は

三
月
十
五
日
ま
で

　
こ
と
し
も
所
得
税
の
確
定
申
告
を
は

じ
め
と
し
て
、
住
民
税
（
県
民
税
・
村

民
税
）
と
事
業
税
の
申
告
の
時
期
が
間

近
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
申
告
に
あ
た
っ
て
注

意
し
て
い
た
だ
く
点
を
、
い
く
つ
か
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
申
告
の
期
限

　
申
告
書
の
受
け
付
け
は
、
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
、
期
限
内

に
申
告
さ
れ
な
い
と
、
各
種
の
控
除
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。□

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は

住
民
税
と
事
業
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
く
に
付
記
す
べ

き
事
項
の
あ
る
方
は
、
こ
の
申
告
書
に

「
住
民
税
、
事
業
税
に
関
す
る
事
項
」

の
欄
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
欄
に
必

要
な
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

□
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
方

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
方

は
住
民
税
、
営
業
を
し
て
い
る
方
は
事

業
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が

住
民
税
の
申
告
書
は
、
昭
和
四
十
六
年

一
月
一
日
現
在
居
住
じ
で
い
る
市
町
村

役
場
へ
、
事
業
税
の
申
告
書
顧
、
県
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
給
与
所
得
だ
け
の
方
は
、
年
末
調
整

に
よ
っ
て
税
金
の
過
不
足
が
調
整
さ
れ

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
住
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
も
、
勤
務
先
よ
り
給
与
の
支
払
明
細

書
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
申
告

は
い
り
ま
せ
ん
。

□
申
告
書
の
提
出

　
二
月
初
旬
に
は
税
務
署
・
県
税
事
務

所
・
役
場
か
ら
前
年
の
状
態
に
よ
っ
て

申
告
書
の
用
紙
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
申
告
書
に
は
提
出
の
期
日
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
日
に
提
出
さ

れ
る
こ
と
が
、
受
付
の
混
雑
も
さ
け
ら

れ
る
し
、
気
軽
な
納
税
相
談
な
ど
を
考

え
る
と
大
変
便
利
で
し
ょ
う
。

　
〃
申
告
に
必
要
な
書
類
は
早
め
に
整

理
し
て
お
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
”

①
売
り
上
げ
や
仕
入
れ
な
ど
の
帳
簿
類

②
決
算
書

③
生
命
保
険
料
の
支
払
い
書
類

④
医
療
費
の
支
払
い
書
類

響。唱5－’ぞ舶・，噌◎々■・餌％・6岡書崩・”。“・”・厘・6■弓。”・”。即。昌。輸・6％竃69’C。層6，昌㌔・・鱒◎尾・’巳。◎巳G・5。噂犀・●昌。◎曜・働舶・価㌦巴・6鴨◎．・“e。曜・・昌ee膠G桝々卿G桝・。嘱・簡々。♂鴎・∂曜6い㌦曝・・’

く
だ
さ
い
。

と
　
　
　
き

と
こ
　
ろ

会
　
　
費

申
込
場
所

申
込
期
日

二
月
六
日
～
七
日

菅
平
ス
キ
ー
場

一
人
千
円

教
育
委
員
会
か
区
長
さ
ん

一
月
十
八
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淋

⑤
源
泉
徴
収
面
示
ま
た
は
給
与
の
支
払
明
惣

細
（
勤
務
先
の
発
行
す
る
も
の
）
繍

⑥
土
地
．
家
屋
．
事
業
用
資
産
を
譲
轟

顯
籠
難
他
轟

※
ス
キ
ー
用
具
（
一
組
五
百
円
）
を
借

り
た
い
方
は
申
し
出
て
く
だ
ざ
い
。
く

わ
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
へ
。

文
化
財
の

　
　
写
真
を
募
・
集

　
郷
土
の
文
化
財
写
真
展
が
、
一
月
二

十
四
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
埼
玉
会

館
で
開
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
県
で
は
、

県
内
に
あ
る
文
化
財
を
テ
ー
マ
に
し
た

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
け
　
一
月
二
十
日
・
二
十
一
日

の
両
日
、
，
埼
玉
会
館
で
行
な
い
ま
す
。

　
作
品
O
大
き
さ
▼
白
黒
写
真
は
全

紙
大
（
半
紙
の
二
倍
の
大
き
さ
）
、
組

写
真
は
全
紙
四
点
以
内
で
大
き
さ
は
自

由
。
▽
カ
ラ
ー
写
真
は
四
つ
切
以
上
。

書
き
初
め

マ
ン
ネ
リ
だ
が

今
年
も
ま
た
こ

れ
で
い
く
ぞ

雪

繋
彰
〆

髪
粂

安全運、o
F
司
葦
9
　
　
　
　
　
二
　
き
　
　
¢

！廻覧翻グr

」
冒
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露
、
，
ぬ
晶

焔
作
⑤

よ
、

六
年
生
と
し
て

　
　
　
　
　
江
南
北
小
六
年

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
幸
子

　
わ
た
し
た

ち
は
、
も
う

六
年
生
の
中

ば
を
す
ぎ
た

　
最
高
学
年
と
も
な
る
と
勉
強
も
む
ず

一
か
し
く
な
る
し
、
学
校
で
の
仕
事
も
い

ろ
い
ろ
と
多
い
。

　
た
と
え
ば
、
登
校
の
場
合
も
そ
う
だ

小
さ
い
と
き
わ
た
し
は
「
六
年
生
の
子

は
、
い
ば
れ
る
か
ら
い
い
な
あ
i
。
」

と
思
っ
て
、
通
学
し
て
い
た
。
で
も
、

自
分
が
六
年
生
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い

ま
ま
で
思
っ
て
い
た
こ
と
と
は
、
ま
る

で
反
対
だ
。
そ
れ
は
、
幼
稚
園
、
低
学

年
の
め
ん
ど
う
を
み
な
く
て
は
、
な
ら

な
い
か
ら
だ
。

　
登
校
す
る
と
き
は
一
列
に
な
ら
ん
で

学
校
へ
急
ぐ
。
そ
し
て
、
だ
れ
か
が
あ

か
し
て
い
れ
ば
、
注
意
す
る
。
ま
た
、

下
級
生
の
歩
く
の
が
お
そ
か
っ
た
り
、

こ
ろ
ん
だ
り
し
た
ら
、
あ
と
か
ら
い
っ

し
ょ
に
い
っ
て
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
し
、
交
通
の
こ
と
も
、
い
ろ
い
ろ
注

意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
っ
こ
ん
な
こ

と
を
す
る
の
だ
か
ら
、
小
さ
い
時
思
っ
『

た
こ
と
な
ど
、
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
ヴ
た

　
ま
た
、
学
校
で
の
給
食
の
う
ん
ば
ん

も
、
自
分
の
教
室
の
ほ
か
に
、
一
年
生

幼
稚
園
と
多
く
な
っ
た
。

　
わ
た
し
は
、
五
年
生
ま
で
の
、
の
ん

び
り
し
た
気
持
ち
と
六
年
生
に
な
っ
て

か
ら
の
気
持
ち
で
は
、
大
へ
ん
変
わ
っ

て
き
た
。
六
年
生
の
方
が
、
何
倍
も
の

責
任
を
感
じ
る
。
だ
か
ら
、
自
分
の
気

持
ち
を
し
っ
か
り
持
て
ば
、
自
然
と
そ

の
態
度
も
よ
く
な
る
の
だ
と
思
う
。

　
わ
た
し
は
、
小
さ
い
時
、
六
年
生
の

子
が
、
と
て
も
大
き
く
し
っ
か
り
見
え

た
。
そ
れ
は
、
前
の
六
年
生
も
、
今
の

わ
た
し
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
だ

っ
た
と
思
う
。

　
で
は
、
六
年
生
と
い
う
の
は
、
低
学

年
の
め
ん
ど
う
を
み
た
り
、
仕
事
を
よ

く
す
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か

い
や
、
そ
れ
だ
け
で
は
い
け
な
い
。

　
毎
日
毎
日
の
勉
強
も
全
力
で
が
ん
ば

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
り
っ
ば
な
中
学
生

に
な
る
た
め
に
は
、
小
学
校
時
代
の
き

そ
て
き
な
、
勉
強
を
し
っ
か
り
身
に
つ

け
な
く
て
は
。
こ
の
こ
と
は
、
よ
く
家

の
人
や
、
先
生
か
ら
も
い
わ
れ
る
こ
と

だ
。　

ま
た
、
ふ
だ
ん
の
行
な
い
に
も
気
を

つ
け
、
下
級
生
に
、
は
じ
な
い
よ
う
な

態
度
を
と
り
、
り
っ
ぽ
な
学
校
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
「
）
）

　
あ
と
四
ヵ
月
余
り
で
、
小
学
校
に
さ

よ
う
な
ら
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
学
校
時
代
を
責
任
を
持
っ
て
、
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

朝
の
か
け
あ
し

　
　
　
　
　
江
南
北
小
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
康
弘

ゆ
き
と
三
人
で
、
毎
朝
、

て
い
ま
す
。

　
ひ
ろ
ゆ
き
は
、
小
さ
い
時
か
ら
体
が

弱
く
、
た
び
た
び
学
校
を
休
み
ま
し
た

「
弟
を
じ
ょ
う
ぶ
に
す
る
た
め
に
、
み

ん
な
で
、
毎
朝
な
わ
と
び
を
し
よ
う
。
」

と
お
か
あ
さ
ん
が
言
い
出
し
た
の
が
は

じ
ま
り
で
し
た
。
今
年
の
お
正
月
か
ら

夏
休
み
に
な
る
ま
で
は
、
庭
で
、
み
ん

な
し
て
、
な
わ
と
び
を
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
な
っ
た
あ
る
日
、
ひ
ろ
ゆ

き
が
、
「
マ
ラ
ソ
ン
を
し
ょ
う
。
」
と

言
い
だ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
朝
起
き

た
ら
す
ぐ
、
か
け
足
を
す
る
こ
と
に
、

き
め
ま
し
た
。

　
い
つ
も
ひ
ろ
ゆ
き
は
、
先
に
か
け
て

い
き
ま
す
。
ぼ
く
と
お
と
う
ざ
ん
は
、

後
か
ら
か
け
だ
し
ま
す
。
ぼ
く
が
、
お

と
う
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
か
け
る
と
、

お
と
う
さ
ん
は
、
　
「
も
っ
と
早
く
か
け

ろ
。
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
ぽ
く
の
、

　
ま
く
よ
、

お
と
う
さ
ん

と
、
二
年
生

の
弟
の
ひ
ろ

か
け
足
を
し

か
げ
か
た
が
わ
る
い
の
で
、
　
「
む
ね
に

手
を
あ
て
る
よ
う
に
手
を
ふ
れ
。
」
と

い
つ
も
、
後
か
ら
ど
な
り
ま
す
。

　
と
ち
ゅ
う
大
島
先
生
の
家
の
，
前
ま
で

行
く
と
、
い
つ
も
、
ち
ゃ
色
の
犬
が
で

て
き
て
、
ぽ
く
た
ち
に
じ
ゃ
れ
ま
す
。

ひ
ろ
ゆ
き
は
、
犬
を
こ
わ
が
り
ま
す
。

で
も
今
は
な
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、

神
田
先
生
の
家
の
、
火
の
見
の
と
こ
ろ

で
帰
り
ま
し
た
。
お
う
ふ
く
で
、
や
く

八
○
○
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　
十
月
に
入
っ
て
か
ら
、
ひ
ろ
ゆ
き
が

コ
ニ
本
を
ま
わ
ろ
う
。
」
と
い
い
ま
し

た
。
だ
け
ど
、
朝
早
く
お
き
ら
れ
な
い

と
き
は
、
し
ゅ
う
ち
ゃ
ん
ち
の
方
は
、

ま
わ
り
ま
せ
ん
。
　
（
中
略
）

　
か
け
あ
し
を
し
て
い
く
と
、
い
つ
も

か
み
の
店
の
お
じ
ち
ゃ
ん
が
、
お
う
え

ん
を
し
て
く
れ
ま
す
。
き
の
う
、
ひ
さ

よ
ち
ゃ
ん
の
お
ば
さ
ん
が
、
後
か
ら
来

て
、
　
「
よ
く
か
け
て
い
る
ね
え
。
」
と

ほ
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
に
な
っ
て
か
ら
風
が
ふ
い
て

い
る
朝
は
、
と
て
も
さ
む
い
で
す
。
で

も
、
か
け
て
き
て
か
ら
は
、
体
が
ぽ
か

ぽ
か
し
て
、
手
と
足
が
よ
く
動
き
ま

す
。
ひ
ろ
ゆ
き
は
、
二
が
っ
き
に
な
っ

て
か
ら
、
一
日
も
学
校
を
休
み
ま
せ
ん

　
お
か
あ
さ
ん
が
、
「
さ
む
く
な
っ
て

も
、
休
ま
ず
、
つ
づ
け
ら
れ
る
か
な
。
」

と
い
い
ま
し
た
。
ひ
ろ
ゆ
き
と
、
お
と

う
さ
ん
と
、
ぼ
く
は
、
さ
む
く
な
っ
て

も
毎
朝
か
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
）
　
）
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火
の
用
心
を
＼

　
　
　
　
も
・
ウ
ニ
．
魔
、

　
わ
が
家
の
火
の
元
を
電
う
」
度
点
検

し
ま
し
ょ
う
。
夜
だ
榔
ぞ
属
ま
で
麹
ぎ
で

い
る
受
験
生
の
室
は
、
ぜ
ひ
見
徊
っ
て

あ
げ
て
冥
だ
き
い
。
う
濾
蓉
ね
を
山
て

じ
る
う
ち
に
ガ
ス
中
毒
貸
た
軌
酢
石
油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ス
油
月
ブ
遭
足
壷
け
り
倒
し
て
火
災
を

お
こ
す
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
た
き
木
で
炊
事
を
す
嶺
家
庭
霜
は
Y

残
肱
火
を
完
全
に
滑
レ
て
、
溶
さ
膨
、
燈
寝

為
前
に
点
検
し
ま
じ
ょ
ゑ
。
・
”
プ
、
臣
パ
難

を
塵
再
ず
る
家
庭
で
曜
、
書
充
、
ぜ
、
戯
を
，
㎏

っ
か
り
止
め
て
お
ぎ
ま
レ
よ
引
。
一
ん
噺

　
こ
ど
も
の
火
遊
び
、
だ
き
火
の
と
き

の
不
注
意
が
、
み
ん
な
火
災
の
原
因
に

な
る
の
で
す
。
空
気
も
乾
燥
し
で
お
軌

ま
す
◎
火
の
用
心
を
も
う
一
魔
弾
爆
つ

か
り
と
心
に
と
め
で
お
き
ま
し
謡
鄭
ゑ
六

元
翫
㌧
触
．

　
　
　
お
か
あ
さ
ん
蕊

　
お
正
月
に
な
っ
て
も
電
線
の
近
所
で

は
、
模
型
飛
行
機
や
タ
・
コ
あ
げ
ほ
“
し
・

な
い
で
く
だ
さ
い
ね
9
．
”
押
．
』
、
一
、
“
き
輸

．
ま
た
い
ろ
い
ろ
と
忙
が
．
し
い
時
、
ち

ょ
っ
と
し
た
外
出
で
も
聴
ア
薫
F
γ
や

コ
タ
ツ
、
”
ス
杢
ー
ブ
な
ど
は
、
必
ず
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
は
ず
し
て
塩
だ
さ
い
ね

火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。

　
　
　
　
〔
東
京
電
力
熊
谷
営
業
所
〕

．イ『
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．
、
第
一
次
農
業
構

　
　
　
　
、
造
改
善
事
業
に
ひ

待
き
つ
づ
い
て
、
昭
・

期
q
和
四
共
年
婁

　
　
　
　
り
北
地
区
に
第
二

・
．
醜
に

　
　
　
　
次
農
業
構
造
改
善

果
事
業
客
な
う
こ

》
結
㌧
ど
髪
り
芒
た

　
　
　
　
　
ま
た
昭
和
四
十

≧
の

　
　
　
　
七
年
度
か
ら
は
、

　
ト

　
　
　
諌
営
至
地
の
基

　
ン
．
．
盤
整
備
事
業
を
行

シ
、
－
費
こ
れ
庸

　
　
　
　
れ
せ
て
農
業
近
代

　
ル

　
　
　
鴇
化
事
業
を
行
な
い

毎
昼
善
嚢
の

　
ン
育
成
や
、
五
人
以

ヌ
上
馨
誉
耀

　
　
　
㌧
集
風
に
よ
っ
て
経

　
　
　
　
営
の
規
模
を
大
き

　
　
　
　
く
し
、
生
産
性
の

　
　
　
　
向
上
を
は
か
ろ
う

　
　
　
　
と
し
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
そ
の
爽
め
に
は

　
　
　
　
盤
隷
の
立
地
条
件

　
　
　
　
に
あ
っ
た
米
集
団

　
　
　
　
へ
　
　
＼

　
　
　
　
／
　
ρ

や
野
菜
集
団
を
育
成
し
、
農
業
経
営
の

安
定
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
そ
こ
で
村
で
は
、
関
係
地
区
を
中
心

に
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
を
ど
の
よ

う
な
方
向
に
進
め
た
ら
よ
い
か
を
、
専

門
的
に
研
究
し
て
い
る
大
学
の
先
生
方

に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ソ
ト
（
経
営
診
断
）

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
の
地
質
や
、
現
在
の
農
家
の
状
態

農
協
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
つ
ぶ
さ
に

調
査
し
、
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
研
究

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
産
地
化
を

　
　
　
　
　
　
ナ
ス

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
は
も
う
春
！

　
ナ
ス
の
苗
が
線
を
引
い
た
よ
う
に
き

　
　
こ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
江
南
村
の
農

　
業
の
実
態
に
そ
っ
た
方
向
づ
け
が
さ
れ

　
る
わ
け
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
つ
い

　
て
一
月
中
に
そ
の
発
表
が
さ
れ
る
予
定

　
で
す
。

　
1
、
米
麦
作
を
中
心
と
し
た
大
型
機
械

　
　
化
一
貫
作
業
と
、
そ
の
運
営
方
法

　
2
、
葉
果
菜
類
の
栽
培
、
特
に
こ
の
地

　
　
域
に
お
い
て
適
切
な
野
菜
の
品
目
は

　
　
何
か

　
3
、
自
立
経
営
農
家
の
具
体
的
な
育
成

　
　
方
法

め
ざ
す

の
共
同
育
苗
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
ち
ん
と
、
青
々
と
力
強
く
生
育
し
て
い

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
こ
の
苗
は
、
江
南
ナ
ス
組
合
組
合
長

小
松
原
信
雄
さ
ん
を
は
じ
め
、
組
合
員

十
二
人
の
か
た
が
た
の
ナ
ス
苗
で
、
こ

と
し
の
育
苗
ハ
ウ
ス
は
、
産
地
化
を
目

標
と
し
て
県
か
ら
指
定
さ
れ
て
建
設
し

た
も
の
で
す
。

　
育
苗
に
つ
い
て
は
温
度
調
節
も
自
動

化
さ
れ
、
苗
の
大
量
生
産
が
一
挙
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
た
ね
は
、
前
年
よ
り
半

月
は
や
い
十
一
月
十
日
と
十
一
月
二
十

三
日
に
ま
か
れ
た
も
の
で
、
管
理
は
組

合
員
が
交
替
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
苗
は
最
高
の
で
き
ば
え
で
順
調
に
生

育
し
て
お
り
、
十
二
月
末
頃
そ
れ
ぞ
れ

組
合
員
に
配
布
さ
れ
、
二
月
坐
旬
か
ら

　
　
　
（
　
（

中
旬
に
か
け
て
水
田
に
建
て
ら
れ
て
い

る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
植
え
つ
げ
ら

れ
、
三
月
早
々
に
は
収
穫
が
ぽ
じ
ま
呑

予
定
で
す
。

　
こ
と
し
は
稲
作
調
整
も
昨
年
の
三
倍

ぐ
ら
い
が
予
想
さ
れ
て
い
る
折
か
ら
、

組
合
員
も
新
た
に
四
人
を
迎
え
て
十
二

人
と
な
り
、
面
積
も
昨
年
の
二
倍
に
増

加
し
、
組
合
の
充
実
と
新
た
な
期
待
に

あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
一
月
か
ら
発
足

　
長
い
間
、
全
国
の
農
家
の
み
な
さ
ん

か
ら
熱
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
農
業
者

年
金
基
金
法
」
が
で
き
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生

活
の
安
定
と
、
優
秀
な
農
業
経
営
者
の

確
保
、
経
営
規
模
の
拡
大
と
い
う
社
会

保
障
と
、
農
業
近
代
化
の
両
面
を
ね
ち

い
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
国
民

年
金
に
上
の
せ
し
て
仕
く
ま
れ
て
い
ま

す
。Q

加
入
資
格

　
大
正
五
年
一
月
二
日
以
降
生
ま
れ
た

人
で
、
二
十
歳
以
上
の
農
家
の
経
営
主

ま
た
は
後
継
者
。

・
加
入
に
は

　
当
然
加
入
と
、
任
意
加
入
忙
匿
別
は

・
加
入
な
ど
の
事
務
　
農
協
’
，
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
．
，
・
で
　
鷺
、

　
加
入
に
つ
い
て
の
説
明
会
は
寓
鰹
源

中
に
農
協
が
主
催
矯
行
な
う
予
定
噛
獅

・
資
格
審
査
　
　
　
一
農
業
委
員
套
薫

農
業
者
年
金
　
　
．

鍛懇灘識　
ラ
イ
オ
ソ
と
イ
ノ
シ
シ

暑
い
艦

夏
の
日

ざ
か
り
・

の
ど
の
、

乾
い
た

ラ
イ
オ

ン
と
イ

／
シ
シ
、

．
催
．
・

ア

麟
一
一

が
同
時
に
泉
を
み
つ
け
ま
じ
た
，
♂
、
、

、
東
か
ら
ラ
イ
オ
X
票
源
ノ

シ
シ
菓
を
は
さ
窒
竃
み
合
い

「
俺
の
方
が
さ
ぎ
だ
」
と
お
互
い
に

ゅ
ず
ら
ず
、
，
ア
ワ
ヤ
』
戦
と
思
う
と

美
．
土
澱
厨
の
上
の
多
憾
虻

ど
毯
搬
倒
発
養
考
濤

ち
か
ま
え
て
い
る
の
を
み
て
、
．
「
ハ

ゲ
タ
縫
食
わ
驚
奄
、
仲
衡

ゆ
ず
ワ
あ
っ
た
方
が
い
い
ね
」
と
仲

．
幽
’直

り
し
て
泉
の
水
を
の
ん
だ
そ
う
で
・

す
。
爵
　
　
　
　
（
イ
塾
ツ
プ
物
語
〉
、

　
賢
明
な
考
慮
が
必
要
以
上
の
マ
サ
ツ
を
防
ぐ

　
洋
と
に
な
り
ま
し
よ
う
。
、
よ
く
判
断
し
て
、

　
小
ざ
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
よ
く
話
し
あ

　
瞭
，
．
理
解
を
深
め
て
明
る
い
壮
会
を
築
き
ま

　
し
よ
う
。

一
へ
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住
宅
の

　
　
　
隼
．
活

　
生
淫
改
善
資
金
は
、
農
家
の
み
な
さ

ん
が
住
宅
の
部
分
的
な
敬
造
を
さ
れ
る

場
合
に
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
お
金

で
す
。

　
す
で
に
ご
存
じ
の
か
た
も
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
住
宅
内
部
の
改
造
、

例
え
裸
炊
事
場
、
風
呂
場
、
便
所
、
子

供
部
屋
、
土
間
の
改
造
、
押
入
れ
の
改

造
な
ど
、
小
規
模
な
改
造
に
貸
し
付
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
外
便
所
も
該
当
し
ま

す
。借

り
ら
れ
る
人

　
耕
作
面
積
が
五
十
～
六
十
ア
ー
ル
以

一
上
の
農
家
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
借
り

ら
れ
ま
す
。

限
度
額
と
利
子

改
造
に

改
善
資
金
を

　
資
金
は
十
万
円
ま
で
で
無
利
子
で
す

返
済
の
期
間

　
五
年
償
還
で
す
か
ら
、
一
年
に
二
万

円
ず
つ
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
の
期
日

　
四
月
末
日
ま
で
（
こ
と
し
の
六
月
か

ら
一
年
以
内
に
改
造
さ
れ
る
か
た
）

　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
二
階
を
間
仕
き
り
し
て
子
供
部
屋
に

し
た
り
、
台
所
の
調
理
台
セ
ッ
ト
を
入

れ
た
い
…
…
な
ど
と
お
考
え
の
あ
る
か

た
は
、
ぜ
ひ
こ
の
生
活
改
善
資
金
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
農
協

か
役
場
産
業
課
、
ま
た
は
農
業
改
良
普

及
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
ー
…
・
世
帯
更
生
資
金
の
ミ
…
｛
，
～
～
き
、
」

㌧

　
》
、
》
》
｝
～
コ
覧
f
～
《
層
｝
’
》
を
ゾ
」

　
こ
の
資
金
は
、
低
所
得
世
帯
や
身
体

障
害
者
世
帯
な
ど
に
、
日
常
生
活
に
必

要
な
お
金
を
無
担
保
で
、
し
か
も
低
い

利
子
（
年
三
分
）
で
お
貸
し
し
て
、
、
こ

れ
ら
の
世
帯
が
自
立
更
生
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
公
的
融

資
制
度
で
す
。

　
　
資
金
の
種
類
と
限
度
額

・
住
宅
改
修
資
金
　
　
　
』
二
十
万
円
ま
で

町
　
　
　
　
　
押

禾
用
を
f
タ
圭

修
学
資
金
（
毎
月
卒
業
す
る
ま
で
）

　
　
　
　
高
校
で
　
千
五
百
円
ず
つ

生
業
資
金
（
新
し
く
商
売
な
ど
を
は
じ

　
め
る
場
合
、
ま
た
は
災
害
な
ど
の
被

　
害
を
受
け
た
際
）
二
十
万
円
ま
で

　
こ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
字
の
民
生
委
員
さ
ん
か
、
役

場
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
，
’

　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

　　　　　療，．

加入していますか

遂盤i犠鶉
昌自動車損害賠償責任保険
　）｝　　戴強制保険）

　交通事故で自らが傷つき、あるいは最

愛の肉親を失なうなどという悲劇が、毎

年増加しています。また反面、思わぬ事

故で加害者にまわる場合もあります。

　このような不幸な事故が起うた場合、

まず第一・に被害者の救済をはかることで
すが、それに付随するいろいろ・と複雑な

損害賠償の問題が起ってきます。

　　　　自動車損害賠償保障法

　自動車事故によってけがをし、または

死亡したときの損害賠償は、自動車損害

賠償保障法という法律によって保障され

ることになっており、相手の自動車が保

険に入っていなかったり、自分の車の保

険がきれていたときなどは、政府が保障

してくれます。

　　　　責任はあなたのもの

　しかしこの場合、一時的には政府がか

たがわりしてくれますが、最終的には加

害者であるあなたにその責任がかかって

くるのです。

　あなたの車の強制保険をもう一度確が

めてみてください。期限ぎれになっては

おりませんか。バイクはいかがですか。

　万一の事故にそなえて、みなさんがお
1たがい9た南に・強制保険ギげには必ず

、加入しておきましょう　’・

覧
《
’
～
、
奪
イ
ζ
’
・
～
～
覆
ヤ
f
？
｝
》
、
’
》
、
【
’
》
、
《
｛
《
【
3
》
、
《
《
ご
’
》
》
》
》
》
｝
》
、
⊂
．
《
《
’
覧
．
ζ
《
《
’
、
（
’
｝
、
｛
’
－
剥
、
’
》
．

ラ
ち
茎
荘
．
守
－

　
　
－
あ
耳
に

ま
食
べ
よ
い
大
き
さ
に
ち
ぎ
り
、

い
も
の
な
ら
焼
い
て
椀
に
も
っ
て
、

か
ら
汁
を
か
け
る
。

事
と
法
な
て
て
ま

　
　
　
　
　
っ
れ
れ

動
し
保
と
入
き
く

　
　
　
　
　
　
　
て

　
死
賠
る
険
険
し

　
　
　
　
　
　
、
　
｝

　
　
　
　
　
カ
た
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
上
（

　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
　
　
　
　
（

お
も
ち
の
保
存
法

しょうが餅

　　　材料4人分

餅……・・……………・200ク

煮だし汁…………カップ1

しいたけ………………1枚

しょうゆ…………小さじ1

塩・｝；……・……・…・…〃1／4

かたくり粉…………〃1、5

しょうが汁………大さじ1

〔
作
り
方
〕

①
し
い
た
け
を
せ
ん
切
り
に
し
て
煮
だ

し
汁
を
つ
く
る
。

②
汁
を
す
ま
し
汁
ぐ
ら
い
に
謁
味
し
て

片
く
り
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

③
根
し
ょ
う
が
の
絞
り
汁
を
加
え
る
。

④
餅
は
つ
き
た
て
の
も
の
な
ら
そ
の
ま

」
と
じ
て
保
存
い
た
し
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
か
お
役
に
立
つ
と
き

が
あ
り
ま

．
も
ち
は
か
び
の
出
な
い
う
ち
に
、
ポ

リ
袋
に
い
れ
て
、
外
の
空
気
を
い
れ
な

い
よ
う
に
し
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く

と
、
二
月
ご
ろ
ま
で
も
ち
ま
す
。
か
び

が
す
で
に
は
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
き
れ

い
に
け
ず
る
と
か
し
て
、
ポ
リ
袋
に
い

れ
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
方
法
は
水
も
ち
に
す
る

こ
と
。
こ
れ
ば
水
を
二
日
か
三
日
に
と

り
か
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
は
ゴ
く
是
あ
て
た
り
嵐
W

に
あ
で
で
、
か
ち
か
ち
に
乾
燥
さ
せ
、

小
さ
ぐ
割
っ
て
、
か
ん
に
保
存
し
ま
す

　
こ
れ
を
春
先
き
に
、
油
で
あ
げ
て
い

た
だ
く
と
お
い
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
憲
　
）

す

穫《《一一》》、一｝》、9”、‘～∩｛《’覧《《ハAJ，》》㍉一一…r’｝■陶A陶

冷
凍
魚
の

　
　
　
も
ど
し
か
た

一
傑
、
冷
凍
魚
は
ま
ず
い
虐
惨

先
入
感
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
卿
潅

お
い
し
く
た
べ
る
に
は
、
も
ゼ
し
擦
憩

が
も
っ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。
　
）

　
冷
蔵
庫
を
利
用
し
て
も
ど
す
ど
き
は

調
理
す
る
数
時
間
前
に
製
氷
室
か
ら
不

に
移
し
、
自
然
に
も
ど
し
ま
す
。
冷
蔵

庫
が
な
け
れ
ば
、
包
装
の
ま
ま
冷
暗
所

に
お
い
て
も
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
蹴
お

急
ぐ
と
き
に
は
、
包
装
の
ま
ま
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
、
直
接
水
に
ふ
れ
な
い
よ

う
に
口
を
し
ば
り
、
水
道
な
ど
流
れ
る

水
に
つ
け
ま
す
が
、
シ
ソ
ま
で
や
わ
ら

か
く
し
て
は
む
ど
し
す
ぎ
で
す
。

　
冷
凍
魚
に
、
直
接
水
や
熱
湯
を
か
け

る
の
は
禁
物
で
す
。
そ
れ
で
は
せ
っ
協

く
の
風
味
も
台
な
し
に
な
っ
て
し
懐
い

ま
す
。

竃・
㌧




